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新会員のご紹介 （敬称略）　会員数�1077�名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者 氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

岩
いわ

田
た

　信
のぶ

彦
ひこ 沼津信用金庫

信用金庫 御殿場 高木　　基 芦
あし

原
はら

百
ゆ

合
り

子
こ 社会保険労務士事務所 Ripples

社会保険労務士事務所 沼津 浅田　博彦

すずき敬
けい

子
こ Fiore

芝居・朗読・殺陣・司会・ナレーション 沼津 藤原　博美 鈴
すず

木
き

千
ち

恵
え

美
み ㈱向日葵

介護事業 沼津 藤原　博美

滝
たき

川
かわ

　　浩
ひろし 肩こり腰つう倶楽部

治療院及びトレーニングジム 沼津 日吉　龍彦 伊
い

藤
とう

丈
じょう

太
た

郎
ろう トータルデザイン

グラフィックデザイン、webデザイン 富士 西村　知浩

望
もち

野
の

　裕
ゆう

介
すけ ㈱望野板金製作所

製造業 富士 若月　厚志 遠
えん

藤
どう

　光
みつ

彦
ひこ ㈱ES

放課後等デイサービス 富士宮 西躰　亮貴

杉
すぎ

山
やま

　泰
やす

行
ゆき おかげさまです杉山農園

農業 榛原 野川　和三 長
は

谷
せ

川
がわ

貴
たか

生
お 長谷川建設㈱

建設業 榛原 遠藤　　在

山
やま

浦
うら

こずえ NPO法人 キャリア教育研究所ドリームゲート
教育NPO 中遠 大橋　徳久 井

い
口
ぐち

めぐみ まなびの庭 ぴかり
教育サービス業 浜松 須山由佳子

白
しら

井
い

喜
き

久
く

美
み エテルナ運送㈱

一般貨物自動車運送業 浜松 須山由佳子

名義変更による新名義人�（敬 称 略）

氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人 氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人

沖
おき

本
もと

　　丈
じょう ㈲トシズ 榛原 沖本登志春 種

たね
茂
も

　　学
まなぶ 大豊㈱ 榛原 葉山　勝之

岩
いわ

井
い

　宏
ひろ

樹
き

㈲たちばなファーム 浜松 岩井　一代 山
やま

田
だ

　　明
あきら

㈱立花ガーデン 志太 山田　幹也

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」にアップします。e.doyuからのご確認をお願い致します。

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、県
全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や関係
諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と強じんな経営体質をつくる
ことをめざします｡

よい会社をつくろう❶

同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を高め､ 知識を吸収し､ これからの経
営者に要求される総合的な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう❷

同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりまく､ 社会・経済・政治的な環境を
改善し､ 中小企業の経営を守り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう❸



創
業
～
現
在
ま
で
の
自
身
と
自
社
の
歩
み

　

㈱
堀
江
塗
料
は
１
９
６
８
年
に
塗

料
や
防
水
材
の
卸
売
業
と
し
て
創
業
。

同
社
が
45
周
年
を
迎
え
た
年
に
、
堀

江
博
子
氏
は
２
代
目
社
長
と
し
て
、

30
代
半
ば
で
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。「
父
に
は
娘
し
か
い
な
い
の
で
何

と
な
く
私
が
経
営
を
引
き
継
ぐ
も
の

と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら

は
、
逞
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
事
業

承
継
に
は
特
に
問
題
が
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
承
継
直
後
に
先
代
の
父

に
病
気
が
発
覚
。
当
時
は
動
揺
し
た

そ
う
で
す
が
、「
逆
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
引
き
継
げ
た
か
ら
、
検
診
を
受

け
ら
れ
早
期
発
見
で
き
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
堀
江
氏
は
語
り
ま
す
。

そ
の
先
代
は
、
現
在
は
会
長
と
し
て

事
務
所
の
一
番
奥
で
会
社
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
へ
の
挑
戦

　

㈱
堀
江
塗
料
の
“
逸
品
”
は
、
消

臭
剤
「
ク
リ
ン
ス
メ
ル
」
と
洗
浄
剤

「
ラ
ク
リ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」。
こ
れ
ら
の

商
品
は
、
２
年
程
前
に
あ
る
女
性
経

営
者
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
輸
入

商
材
の
販
路
に
困
っ
て
お
り
、
相
談

を
持
ち
か
け
ら
れ
た
堀
江
氏
は
「
自

社
の
営
業
力
を
生
か
し
、
販
売
元
と

し
て
こ
の
商
材
を
世
の
中
に
広
め
て

い
け
な
い
か
」
と
考
え
、
新
規
事
業

の
立
ち
上
げ
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

主
成
分
は
、
洗
浄
剤
や
消
臭
剤
、

シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
害
虫
駆
除
を
は
じ

め
、
海
外
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て

い
る
ホ
ウ
酸
。
こ
の
他
に
も
防
腐
防

蟻
（
シ
ロ
ア
リ
）
対
策
の
木
材
保
存

剤
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

商
品
の
魅
力
を
熱
く
語
る
堀
江
氏
に

後
押
し
さ
れ
、
購
入
し
試
し
て
み
る

と
、
効
果
は
抜
群
。
化
学
製
品
で
は

な
い
た
め
安
心
し
て
使
え
る
の
も
嬉

し
く
、
私
も
広
め
た
い
と
思
っ
た
ほ

ど
で
す
。
あ
る
大
手
販
売
店
と
の
商

談
で
は
、「
効
果
が
長
続
き
し
過
ぎ
て

リ
ピ
ー
ト
さ
れ
な
い
か
ら
、
店
頭
に

置
け
な
い
」と
断
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
冗
談
の
よ
う
で
す
が
、

日
本
で
広
ま
ら
な
い
理
由
は
そ
こ
に

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ら

ば
と
、
説
明
し
な
が
ら
の
販
売
に
切

り
替
え
、
現
在
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
し
て
の

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

社
内
で
も
思
わ
ぬ
効
果
が

　

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
後
、
社
内

も
活
発
に
な
っ
た
、と
嬉
し
そ
う
に
語

る
堀
江
氏
。
商
品
が
１
本
売
れ
る
都

度
社
内
に
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
る
の

は
、
社
長
の
想
い
が
お
客
様
の
声
を

通
じ
て
社
内
を
駆
け
抜
け
て
い
く
瞬

間
で
す
。
会
社
の
変
化
を
実
感
し
つ

つ
も
堀
江
氏
は
「
本
来
の
事
業
基
盤

が
あ
り
、
先
代
が
築
い
た
礎
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
新
規
事
業
が
で
き
る
」

㈱堀江塗料（三島支部）

代表取締役　堀江 博子氏

女性目線の、
最高の洗浄剤を
日本に広めたい。

と
先
代
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

顧
客
満
足
一
位
を
目
指
す

　

同
社
で
は
お
客
様
の
安
全
を
考
え

た
講
習
会
を
、
外
部
講
師
を
招
い
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
よ
く
あ
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
が
、
堀
江
氏
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
家
で
仕
事
の
帰
り
を
待

つ
家
族
の
こ
と
ま
で
思
い
起
こ
さ
せ

る
愛
情
あ
ふ
れ
る
会
に
変
貌
し
ま
す
。

女
性
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
、
男
性
に

し
か
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
と
認
め

た
う
え
で
、
し
っ
か
り
と
社
員
の
こ

と
を
考
え
る
、
愛
情
に
包
ま
れ
た
活

気
の
あ
る
会
社
で
し
た
。消
臭
剤「
ク

リ
ン
ス
メ
ル
」と
洗
浄
剤「
ラ
ク
リ
ー

ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
は
お
勧
め
で
す
よ
！

取
材
・
記
事
：
山
下 

直
毅
氏

�

（
㈱
サ
ン
ア
イ
電
工
・
三
島
支
部
）

取
材
：
秋
山 

敦
氏

�

（
㈱
秋
山
建
設
・
三
島
支
部
）

㈱堀江塗料
〒411-0816　三島市梅名88-1
TEL：055-977-7484
㈱堀江塗料URL：http://www.horiems.co.jp/
ネットショップURL：https://www.paint-eshop.com/
創立　1968年
社員数　18名
入会年月　2017年５月
事業内容　�塗料販売、シロアリ抑制剤、�

洗浄剤、消臭剤

堀江�博子氏（左）
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３
月
20
日
（
水
）
島
田
信
用
金
庫
本
店
に
て
、

島
田
信
用
金
庫
と
静
岡
同
友
会
は
中
小
企
業
支

援
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
日
は
島
田
信
用
金
庫
か
ら
市
川
公
理
事
長
を

は
じ
め
８
名
、
同
友
会
か
ら
井
上
斉
代
表
理
事

を
は
じ
め
８
名
が
出
席
し
、
協
定
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

島
田
信
用
金
庫 

森
崎
恭
広
氏
の
司
会
進
行
に

て
協
定
式
が
開
会
し
ま
し
た
。
市
川
公
氏
か
ら

は
「
同
友
会
の
“
自
助
努
力
で
企
業
価
値
を
高

め
、
地
域
に
貢
献
す
る
”
と
い
う
姿
勢
は
、
企

業
支
援
に
よ
っ
て
企
業
価
値
を
高
め
、
地
域
に

貢
献
す
る
信
用
金
庫
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、
ま

す
ま
す
地
域
を
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
井
上
斉
氏
は
「
ま

す
ま
す
の
飛
躍
の
糧
に
な
る
の
で
は
、
と
期
待

し
て
い
る
。
各
市
町
の
中
小
企
業
振
興
条
例
に

も
大
き
く
関
わ
る
部
分
と
な
る
。
条
例
制
定
運

動
の
推
進
や
運
用
の
促
進
を
支
え
、
地
域
の
活

性
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
協
定
を

も
と
に
連
携
を
深
め
、
共
に
ま
す
ま
す
地
域
を

良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
両
者
に
よ
る
調
印
を
行
い
、
協

定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
の
内
容

は
、（
１
）中
小
企
業
等
へ
の
情
報
の
提
供
、（
２
）

相
互
の
研
修
等
へ
の
参
加
、
講
師
派
遣
、（
３
）

地
域
に
お
け
る
経
済
情
報
、
動
向
等
に
関
す
る

情
報
交
換
、（
４
）個
別
企
業
か
ら
の
相
談
対
応
、

（
５
）そ
の
他
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
に
寄
与
す

る
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
友
会
会
員
で
も
あ
る
三
浦
忠
司

氏
（
島
田
信
用
金
庫 

理
事
）
か
ら
は
「
榛
原
支

部
長
の
鈴
木
徹
氏
が
き
っ
か
け
で
同
友
会
と
接

点
を
持
ち
、“
我
が
経
営
を
語
る
”
例
会
を
知
っ

た
。
経
営
指
針
書
の
成
文
化
と
実
践
や
学
び
あ

い
に
は
驚
き
と
感
動
を
覚
え
た
。
今
後
は
、
企

業
を
回
っ
て
指
針
書
を
見
せ
て
頂
く
運
動
を
行

い
た
い
」
と
、
経
営
指
針
に
基
づ
く
経
営
を
金

融
機
関
の
立
場
か
ら
も
推
し
進
め
る
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
谷
坂
浩
之
氏
（
島
田
信
用
金

庫 

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
副
部
長
）
か
ら
は
「
２
０ 

１
８
年
11
月
の
全
県
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
沼
津

に
参
加
し
た
が
、
経
営
者
が
膝
づ
め
で
議
論
し

て
い
る
姿
に
驚
い
た
。
こ
の
協
定
締
結
を
機
に
、

そ
の
よ
う
な
関
係
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
築
い
て

い
け
れ
ば
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
徹
氏
（
㈱
鈴
木
土
建
・
榛
原
支
部
長
）

は
「
協
定
締
結
以
前
か
ら
、
会
員
で
あ
る
三
浦

理
事
を
中
心
に
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
例
会
へ

の
講
師
派
遣
な
ど
、
互
い
に
得
る
も
の
が
多
い
」、

池
原
智
彦
（
㈲
池
原
商
会
・
志
太
支
部
長
）
は

「
３
市
に
ま
た
が
る
支
部
だ
が
、こ
の
協
定
を
機

に
連
携
を
深
め
、
成
果
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
藤
健
正
氏

（
㈲
大
橋
商
事
・
中
遠
副
支
部
長
）
か
ら
２
０
１ 

９
年
11
月
15
日
（
金
）
に
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
る
全
県
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
田
信
用
金
庫
と
静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結

協定書を取り交わし固く握手する市川公理事長（右）、井上斉代表理事
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静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
連
合
静
岡
と
の
懇
談
会
が
３

月
13
日
（
水
）
同
友
会
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、
連
合
静
岡
か

ら
中
西
清
文
会
長
を
は
じ
め
５
名
、
静
岡
同
友
会
か
ら
井
上
斉

代
表
理
事
を
は
じ
め
６
名
、
計
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
連
合

静
岡
か
ら
の
「
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
関
す
る
要
請
」
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
労
働
分
配
率
や
賃
金
格
差
の
是
正
、

今
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
を
課
題
と

し
て
挙
げ
、
１
．
地
域
に
お
け
る
定
昇
相
当
額
（
目
安
額
）
と

年
齢
別
ミ
ニ
マ
ム
額
の
確
保
に
関
す
る
要
請
、
２
．
賃
金
改
定
、

３
．
法
令
順
守
を
基
本
と
し
た
総
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
要

請
、
４
．「
公
正
取
引
の
実
現
」
の
要
請
、
５
．
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
６
．「
男
女
間
賃
金
格
差
是
正
」
の
要
請
、
７
．

外
国
人
労
働
者
の
権
利
・
人
権
の
保
障
、
以
上
に
加
え
て
、
外

国
人
技
能
実
習
制
度
の
適
正
な
実
施
に
関
し
て
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
同
友
会
の
書
籍
「
人
を
生
か
す
経
営
～
中
小

企
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
見
解
～
」
と
中
同
協
監
修
の
も
と

２
０
１
９
年
３
月
に
日
本
法
令
か
ら
発
刊
さ
れ
た
「
求
人
票
や

雇
用
契
約
書
に
書
く
こ
と
を
ま
と
め
直
す
だ
け
で
手
間
な
く
簡

単
に
で
き
る
就
業
規
則
の
つ
く
り
方
」
に
つ
い
て
井
上
氏
か
ら

紹
介
し
た
他
、
経
営
者
・
組
合
双
方
の
事
例
紹
介
な
ど
、
忌
憚

な
い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
合
静
岡
と
の
懇
談
会

静
岡
県
信
用
金
庫
協
会

�

正
副
会
長
と
の
意
見
交
換
会

署名を行う様子 挨拶を述べる市川公理事長

　

２
０
１
９
年
３
月
25
日
（
月
）
に
東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事

務
所
に
て
、
静
岡
県
信
用
金
庫
協
会
正
副
会
長
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
。
信
用
金
庫
協
会
か
ら
は
御
室
健
一
郎
会
長
を
は
じ

め
４
名
、
静
岡
財
務
事
務
所
か
ら
山
崎
正
晴
所
長
は
じ
め
２
名
、

同
友
会
か
ら
は
井
上
斉
代
表
理
事
を
は
じ
め
４
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
３
年
目
と
な
る
今
回
は
、
同
友
会
の
目
指
す
経
営
指
針

に
基
づ
く
経
営
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
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－ 2018年度 報告者の皆様 －

　

同
友
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
仲
間

を
増
や
す
活
動
「
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ

ナ
ー
」。２
０
１
９
年
度
も
１
年
を
通

じ
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
度
の
活
動
を

振
り
返
り
、
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
は
１
年
を
通
じ
同

友
会
会
議
室
に
て
、
原
則
毎
月
第
４

金
曜
日
に
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
12
名
の
会
員
経
営
者
が
報
告
者

を
務
め
ま
し
た
。

　

事
務
局
に
よ
る
同
友
会
の
説
明
に

続
き
、会
員
経
営
者
が
同
友
会
に
入
っ

た
き
っ
か
け
や
そ
の
後
の
変
化
、
学

び
と
実
践
な
ど
を
報
告
。
経
営
上
の

失
敗
や
苦
労
な
ど
も
交
え
た
赤
裸
々

な
報
告
は
、
そ
の
人
と
な
り
や
魅
力

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
の
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
何
の
た
め
に
経
営
し
て
い
ま
す

か
」「
社
員
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
何

で
す
か
？
」「
大
切
に
し
て
い
る
価
値

観
は
何
で
す
か
？
」
な
ど
の
７
つ
の

項
目
が
書
か
れ
た
「
経
営
理
念
検
討

シ
ー
ト
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
社

の
経
営
課
題
や
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
探

す
時
間
と
し
ま
し
た
。最
後
に
グ
ル
ー

プ
発
表
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
学

び
や
気
づ
き
を
共
有
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
報
告
－
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

ン
－
グ
ル
ー
プ
発
表
を
通
じ
て
、
特

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
の
皆
様
に
は
同
友
会

を
知
り
、
実
際
に
体
感
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

全
12
回
の
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
静
岡
支
部
を
中
心
に
延
べ
２
０ 

０
名
を
超
え
る
会
員
や
オ
ブ
ザ
ー
バ

の
皆
様
が
参
加
し
、
同
友
会
を
体
感

で
き
る
場
を
共
創
し
ま
し
た
。
こ
の

増
強
活
動
の
輪
は
支
部
活
動
に
も
広

が
り
、
２
０
１
８
年
度
は
三
島
・
沼

津
・
浜
松
の
３
支
部
で
同
様
の
イ
ン

ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

下
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
と
お

り
、
２
０
１
９
年
度
も
イ
ン
ト
ロ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
同
友
会
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
、
仲
間
を
増
や

す
活
動
と
し
て
、
お
知
り
合
い
の
経

営
者
の
方
と
ご
一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
！

２
０
１
９
年
度
も
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！！

海野 敦氏
海野サッシ商会
静岡支部

三木 清夫氏
㈱ミキ
静岡支部

大多和 宏明氏
㈲静清鉄工
静岡支部

宮田 博文氏
㈲ミヤタ印刷
静岡支部

浅原 聡子氏
グリーフカウンセリング ivy

静岡支部

齋藤 寧氏
㈱齋藤組
静岡支部

岸 佑里子氏
しあわせの花が咲く㈱

静岡支部

佐々木 優氏
ササキ工具㈱
静岡支部

藤原 博美氏
㈱日本ベルト工業

沼津支部

望月 渡氏
㈱モチヅキオートボディー

静岡支部

望月 康平氏
㈱カネキュウ
静岡支部

長澤 宗範氏
長澤瓦商店
静岡支部

オ
ブ
ザ
ー
バ
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

同友会を
 知る！
仲間を
 増やす！

2019年度　イントロセミナー スケジュール
月日（曜日） 時間 会場 月日（曜日） 時間 会場

４月26日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室 10月25日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室
５月31日（第５金） 19：00～20：30 同友会会議室 11月22日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室
６月28日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室 12月20日（第３金） 19：00～20：30 同友会会議室
７月26日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室 １月24日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室
８月23日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室 ２月21日（第３金） 19：00～20：30 同友会会議室
９月27日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室 ３月27日（第４金） 19：00～20：30 同友会会議室

原則 第４金曜日、同友会会議室にて開催！お知り合いの経営者の方とご一緒に、ぜひご参加ください！
会場　同友会会議室：〒420-0857　静岡市葵区御幸町８　静岡三菱ビル６F（静岡駅から徒歩５分）
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以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
二
宮
尊
徳
に
つ
い
て

の
話
が
聞
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
同
友
会
大
学
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
の
教
え
だ
け

で
な
く
、
そ
の
歴
史
や
関
連
す
る
人
物
に
ま
で
話

が
及
び
、
ま
さ
に
「
大
学
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

大
き
な
学
び
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

徳
を
も
っ
て
徳
に
報
い
る
報
徳
の
精
神
か
ら
な

る
長
期
的
で
合
理
的
な
農
村
経
営
は
、
今
の
経
営

に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
何
よ
り
、
地
域
密
着
や
地

域
貢
献
を
謳
っ
て
い
る
私
た
ち
経
営
者
に
と
っ
て
、

御
上
か
ら
の
資
金
援
助
や
そ
れ
に
基
づ
く
介
入
を

拒
否
し
「
自
助
の
精
神
」
に
よ
っ
て
地
域
の
農
村

を
再
生
し
て
い
っ
た
手
法
は
、
見
習
う
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
人
の
教
え
か
ら

学
び
、
今
の
自
分
に
活
か
す
、
温
故
知
新
を
感
じ

た
時
間
で
し
た
。

　

大
学
の
教
授
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
話
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
専
門

に
研
究
さ
れ
、
私
た
ち
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
の
膨
大
な
書
籍
を
読
み
込
ま
れ
て
い
る
方
の
話

は
実
に
深
く
、
そ
の
知
識
量
に
圧
倒
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
第
16
期
同
友
会
大
学
は
終
了
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
来
期
も
様
々
な
歴
史
や
文
化
、
宗

教
な
ど
か
ら
私
た
ち
の
経
営
に
通
ず
る
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
是
非
と
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

増
田�

崇
氏
（
㈲
リ
ア
ス
・
榛
原
支
部
）

　

３
月
９
日（
土
）静
岡
同
友
会
に
て
、
第
16
期
同

友
会
大
学
第
７
講
、
同
友
会
大
学
卒
業
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
井
上
斉
運
営
委
員
長
（
ワ
シ
ロ
ッ

ク
工
業
㈱
・
代
表
理
事
）
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

の
石
井
潔
静
岡
大
学
学
長
、
小
松
善
雄
中
同
協
企

業
環
境
セ
ン
タ
ー
顧
問
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
７
回
の
う
ち
４
回
以
上
出
席
し
た
８
名

に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
今
期
の
同
友
会
大
学

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
第
17
期
同
友
会
大
学
は

２
０
１
９
年
度
秋
に
開
講
予
定
で
す
。
幅
広
い
知

識
や
見
識
を
育
て
る
学
び
あ
い
の
場
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

　

４
月
２
日
（
火
）、
静
岡
同
友
会
共
育
委
員
会
主

催
の
合
同
入
社
式
が
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会

館
シ
ズ
ウ
エ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
企

業
８
社
よ
り
参
加
し
た
27
名
の
新
入
社
員
は
、
高

木
基
氏
（
バ
リ
ュ
ー
・
ト
ー
カ
イ
㈱
・
県
副
代
表

理
事
）
に
よ
る
記
念
講
演
、
石
山
さ
く
ら
氏
（
㈱

山
崎
製
作
所
・
静
岡
支
部
会
員
企
業
社
員
）
に
よ

る
先
輩
社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
後
、

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
社
会
人
と
し
て
の
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
㈱
榛
南
自
動
車

学
校
（
榛
南

支
部
会
員
企

業
）
の
大
石

奈
々
氏
が
、

新
社
会
人
を

代
表
し
て
決

意
を
述
べ
ま

し
た
。

　

合
同
入
社

式
、
お
よ
び

引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
若

手
社
員
研
修

の
詳
細
は
、

同
友
し
ず
お

か
５
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ

さ
い
！

第16期 卒業式

石井 潔氏

第７講座
同友会大学
第16期

土
着
の
合
理
主
義
者
と
そ
の
後
継
者
た
ち

�

講
師
　
静
岡
大
学
学
長
　
石
井�

潔
氏

３
月
９
日
（
土
）

速報！
県
共
育
委
員
会

�
合
同
入
社
式
を
開
催

第
16
期
同
友
会
大
学

�

全
７
講
修
了
し
卒
業
式
を
開
催

①�同友会大学は現代社会が求めている中小企業経営者像
を求め、経営者としての人間力を高め、幅広い知識や
見識を育てるためのものである。
②�同友会大学は経営者自身の豊かな生きがいある人生を
形成するためのものである。
③�同友会大学は経営、社会、人生をいかに生きるかを問
い、共に学び、共に育ち合う土壌をつくるものである。
④�同友会大学は経営者自身が自らの要求にねざした運営
を図る、手づくりの大学である。
⑤�同友会大学は、地域市民と連帯し、地域の発展に貢献
するための哲学と実学を学び合う場である。

同友会大学の理念と目的
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新元号「令和元年」としての初の県定時総会 
静岡県中小企業家同友会「第46回定時総会」

日　時　５月10日（金） 14：00～18：30
会　場　クーポール会館（静岡駅北口徒歩５分）
会　費　6,000円
内　容　�2018年度活動・決算報告、2019年度県理事・�

活動方針・予算の審議、実践報告、懇親会
実践報告　�「18年間も“毎月”連続入会を続ける福友支

部の明るく、楽しい、活力ある支部活動の
実践～私たちは何のために、そしてどのよ
うに新たな仲間を増やすのか～」

報告者　山田 秀樹氏　日本ビルケア㈱（福岡同友会）

全国大会レベルの行事が静岡の地で初開催！ 
中同協「第33回役員研修会」in 静岡

日　時　５月23日（木） 13：30～翌24日（金） 12：00
会　場　ホテルセンチュリー静岡（静岡駅南口すぐ）
会　費　14,000円
内　容　�全国的視点に立って同友会運動を進める各

同友会のリーダー養成を目的とした、同友
会運動の歴史・理念・到達点・今後の課題と
展望・リーダーの役割が学べる研修会です。

県定時総会、役員研修会等々… 
お申込みはe.doyuからご回答ください！

　昨年12月15日（土）に行われた「第19回いのちポカポカ街かどクリスマスバザー」の売上金の贈呈式が行われ
ました。売上金総額117,470円のうち50,000円を静岡市社会福祉協議会へ、67,470円をNPO法人�スペシャ
ルオリンピックス日本・静岡へ寄付させていただきました。
　改めまして、クリスマスバザーを行うにあたり、商品をご提供くださった皆様、当日にバザー会場まで足を運ん
でくださった皆様に、厚く御礼申し上げます。

県障がい者問題委員会　クリスマスバザー売上金を２団体に寄付

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2019年
４
月
10日
号
　
通
巻
485号

　
定
価
200
円

DOYU CALENDAR4月・5月
4月
17日（水）

三島総会（18：00　みしまプラザホテル）
伊東総会（18：30　伊東商工会議所）
浜松総会（19：00　ローラン・シャンツゥ 中央店）

18日（木） 沼津総会（18：00　沼津リバーサイドホテル）
榛原総会（18：00　うおとも）
富士総会（18：00　ロゼ・シアター）
中遠総会（19：00　掛川グランドホテル）

19日（金） 志太総会（18：30　小杉苑）
23日（火） 県政策委員会（19：00　同友会事務局）

県例会企画委員会（19：00　同友会事務局）
24日（水） 理事会（現理事・新理事予定者対象）

（17：00　同友会事務局）
障がい者問題委員会（19：00　同友会事務局）
第33回中同協役員研修会in静岡実行委員会（第3回）
（19：15　同友会事務局）

5月
8日（水） 御殿場例会（19：00　エピスクエア）
9日（木） 総務財務委員会（16：00　同友会事務局）
10日（金） 正副代表理事会

（11：30　同友会事務局）
第46回県定時総会
（14：00　クーポール会館）

13日（月） 第16期経営指針を創る会
オリエンテーション
（19：00　同友会事務局
 会議室）

４月16日㈫～５月15日㈬

《 あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください 》


